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 近年，ガウシアンボゾンサンプリング(GBS)と呼ばれる方式の光量子計算は，量子超越性の実証

[1]等に用いられ注目を集めている．GBS を行うための装置として，多チャネルの量子光源（真空

スクイーズド光源）と，多入力多出力の線形光学回路が必要となる．先行研究[1]においては真空ス

クイーズド光源としてバルク非線形結晶（PPKTP 結晶）が利用されているが，光源と線形光学回

路の間における光位相揺らぎが問題となる．一方，オンチップ集積可能なシリコン光導波路中の

３次非線形光学効果（四光波混合）を用いることでも真空スクイーズド光を発生できる．そこで

本研究では，真空スクイーズド光源と線形光学回路の両方をシリコン光導波路を用いてモノリシ

ックに集積することにより位相安定化された GBS 量子計算機の構築を目指し，その量子光源部回

路の設計及び検討を行った． 

光回路は，1×N 分岐回路，N 本の長尺シリコン光導波路，ポンプ光除去フィルタ，強度及び位

相調整部からなる．1×N 分岐回路で１つのポンプ光をチップ上で分岐することで，相対位相ゆら

ぎを低減した多チャネル量子光源を実現できる．本研究では最大で N = 16 の分岐回路を設計した。

本設計に伴う課題として，１つの励起光源を分岐して複数個の量子光源を励起するために，分岐

前のシリコン光導波路部における光強度が大きくなり，二光子吸収などの非線形吸収が増大する．

そこで分岐部の導波路長を可能な限り短尺化し，非線形吸収の影響を低減する設計を行った．ま

た，本研究での非線形吸収の影響を確認するために現有の Si 光導波路を用いて実験を行い，おお

むね理論と一致する結果を確認できた．発表では，設計の詳細や，非線形吸収の評価結果につい

て議論する． 
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